
Q８ 

55 歳男性。以前は温厚だったが、半年前から怒りっぽくなった。 仕事中に突然帰り支度を始めるなど、

ルールを逸脱した行動が目立つようになった。 コンビニで陳列されているお弁当を、お金を払わずにその

場で開けて食べ始めてしまい、警察に保護された。警察署に迎えにきた妻に対しても「腹が減ったから食

っただけだ、何が悪い！」と全く悪びれる様子がない。あまりにも異常な行動のため受診。 

     追加情報カード 

• 「社会的判断が低下」  

• 「同じことを繰り返す」 

      バイタル 

• 血圧：130/75 mmHg 

• 脈拍：72 bpm 

• GCS: E4 V5 M6 

      検査 

• 血液異常なし  

 

    神経所見 

• 記憶力・運動・感覚には障害なし。 

• 病識欠如（自分は病気ではないと主張） 

• 脱抑制（診察中に突然立ち歩く、怒り出す） 

 

 

 

 

 

■ Q10 

66 歳女性。「目は見えているのに、誰か分からなくなってきた」と訴え来院。 長女とすれ違った際、全く

気づかずに通り過ぎた。「お母さん！」と声をかけられ、その「声」を聞いた瞬間に認識できた。 誰か分

からないため、最近は着ている服や、歩き方、声を必死に覚えることで、人物を判別している。 

     追加情報カード 

• 「物の認識は可能」  

• 「脳梗塞既往あり」 

 

      バイタル 

• 血圧：128/78 mmHg 

• 脈拍：74 bpm 

• GCS: E4 V5 M6 

      検査 

• 血液異常なし  

    所見 

• 視力は左右とも良好。視野欠損なし 


